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がん化学療法看謹認定看謹鰤の
取り繍みについて

8 認定

がん化学療法看護認定看護師柴田恭子：ぅ

私は、がん化学療法看護認定看護師として、患者さんやこ家族が安心して治療
できるよう、様々な取り組みを行っています。2024年度 の主な取り組みをこ紹介
します。

〇安全管理の強化
新しい治療薬に対し、医師・薬剤

師・看護師が連携し、薬剤の特徴を
押さえたマニュアルや記録のテンプ
レ ー ト化、投与時のポイントがわかる
投与図を作成しました。これにより、
安全で確実な投与管理の実現と、安
心して治療が受けられる環境を整え
ています。

◎IVナ ース（抗がん薬の静脈注射
認定看護師）の推進

外来化学療法室では、看護師が抗
がん薬の静脈穿剌を担当します。さら
に知識・技術の向上を目的とした育
成プログラムを導入しました。高度な
血管確保技術を提供することで、血
管外漏出の防止や穿刺の苦痛軽減、
円滑な治療の実現を目指します。

®看護の質向上
看護師向け の研修や委員会活動

を通じて、看護の質向上に努めてい
ます。昨年度は 「免疫チェックポイン

卜阻害薬の基礎知識」 「過敏症の対応
シミュレ ー ション」等の勉強会を実施
し、知識の深化を図りました。

〇副作用管理の支援
委員会活動の一環として、病棟看護

師と協働し副作用対策リ ＿フレットを
作成しました。多職種の専門的なアド
バイスも加えており、QRコ ー ドから
「治療を受けられる方へ」に入ってい
ただくことで自由に閲覧することがで
きます。

◎意思決定支援の強化
消化器内科医師と協働し、患者さん
やご家族が納得して治療選択ができ
るよう正確な情報提供を行い、価値
観やライフスタイルを反映した意思決
定支援を実施しています。

今後も自身の役割
を果たしな がら、より
良い支援体制作りに
努めてまいります。
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第29回医療講漬会～最前線の診療～【ハイブリッド開催】
日時 2025年5月22日（木）l 7 :30~l 8:30 

場所社会医療法人神鋼記念会神鋼記念病院呼吸器センタ ー 5 階大会議室
演 題『健康な造血の鍵を握る抗酸化機構～大学院での基礎研究で学んだこと～』
演者神鋼記念病院血液内科医長青山有美
申込方法 https://forms.g le/6Kd5neJzUCpejmMTAまたは

QRコ ー ドより参加申込をお願いいたします。
お問合せ先神鋼記念病院総務室山神

yamagami.h iroko@sh inkohp.or:.jp TEL: 078-261-67 l l 

MRI装置更新工事に伴う予約制隈のご案内
平素より当院の診療にご協力いただき、誠にありがとうございます。当院では 2025年
4月～ 6月（予定）にMRI装置の更新工事を実施いたします。これに伴い、予約待機期
間が延びる可能性がこ｀ざいます。先生方にはこ迷惑をおかけいたしますが、こ理解とこ
協力のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。

Contents 
■認知症診療温故知新

アルツハイマー型認知症治療の
最前線
一新規治療薬の可能性と現実～

■がん化学療法看護認定看護師の
取り組みについて

■インフォメ ー ション

■神鋼記念病院理念
公益性を重んじ、質の高い医療を通して
皆様に愛される病院を目指します。

■基本方針

1．快適な医療環境と医療設備を整え、
安全で質の高い医療を提供します。

2．患者さんの人格や価値観を尊重し、
プライバシーを守ることを約束します。

3.断らない救急医療を目指し、
地域社会の信頼と期待に応えます。

4.地域の医療機関や行政との連携を密にし、
切れ目のない医療サー ビスの提供に
努めます。

5.高い医療技術を持った人間性豊かな
スタッフを育成します。

6．職員が心身ともに健康で、一人ひとりの
能力を発揮できる職場づくりを推進します。

社会医療法人神鋼記念会
神鋼記念病院

〒651-0072神戸市中央区脇浜町1-4-47
TEL :078-261-6711（代表）
FAX :078-261-6726 
URL: https://sh inkohp.jp 
発行責任者：理事長山本正之
編集責任者：神鋼記念病院広報委員長

松本元

詳しい情報はこちらから！！ 
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●認知症の増加と社会問題

皆さんもご存じのように、認知症の患者数は年々

増加しており、日本社会における大きな課題となっ

ています。厚生労働省の2022年度の調査による

と、65歳以上の高齢者のうち、認知症の割合は約

12%、認知症の前段階と される軽度認知障害

(MCI) の割合は約 16 ％に達しています。両者を合

わせると、実に3人に 1人が認知機能に関わる症状

を抱えており、今後もさらに患者数は増加する見込
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者齢高の上以歳56

みです。

443万人

559万人

2,601万人

認知症診療温故知新
アルツハイマ ー 型
認知症治療の最前線
～新規治療薬の可能性と現実～

認知症

軽度認知障害

●脳神経内科科長

認知症・軽度認知障害
ではない高齢者

65歳以上高齢者
3,603万人

12.3% 

15.5% 

高橋正年

認知症の増加は、介護負担の増大、医療費の高

騰、患者さんの社会的孤立など、さまざまな問題を

引き起こしており、医療現場では適切な対応が急

務となっています。なかでも、アルツハイマ ー 型認知

症(AD)は最も一般的な原因疾患であり、新しい治

療法への期待が高まっています。

●アルッハイマー型認知症とは

認知症の原因疾患の中で最も多いのが、アルツ

ハイマ ー 型認知症です。この疾患は、アミロイドf3と

いう異常タンパク質が脳内に蓄積し、脳の神経細

胞が徐々に減少することで発症すると考えられてい

ます（アミロイド仮説）。

一
レビー小体型認知症
4.3% 

ー 型認知症
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